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筑波大学教育学系論集　第46巻第1号

編集後記

『教育学系論集』第 46 巻第 1 号をお届けいたします。
2021 年度も昨年度に引き続いて新型コロナウィルスの感染拡大状況から目が離せ

ない日々を刻んでいます。大学では授業や課外活動にも制約がかかり，大規模授業
はオンデマンド型のオンラインに限られている状態です。小規模授業であれば対面
授業ができるため，教育学類の専門科目等の多くでは春学期から対面型の授業が行
われましたが，全学的にみると教育学類は対面型の比率が最も高いという興味深い
実態があるようです。

7 月下旬～ 9 月上旬には東京オリンピック・パラリンピックが開催されるなか，
国内の１日あたりの感染者数は一時，2 万人を超えていましたが，その後は急激に
減少するという状況になっています。この間，海外でのフィールドワークはもちろ
んですが，国内での文献調査や聞き取り調査など，教育学の研究方法は依然として
大きな制約を受けています。にもかかわらず，本号には 3 編の研究論文と，昨年度
のペスタロッチ祭で行われた特別講演及び最終講義の記録を掲載することができま
した。編集委員会として，ひとまず胸をなで下ろしているところです。

本誌には，教育学域所属教員はもとより，教育学関連の博士後期課程に在籍する
大学院生は誰でも投稿することができます。とくに大学院生にとっては異なる分野
の教員からの査読を受けて自身の研究の意義を見つめ直し，研究成果を発信する貴
重なメディアだと思います。そのように考えると，もっと多くの論文が掲載される
ことが望まれます。

一昨年度は「ウィズ・コロナ」の態勢が整わずペスタロッチ祭を開催できません
でしたが，昨年度は対面とオンラインのハイブリッド型で無事に開催することがで
きました。課程博士取得者である川上若奈さんの特別講演と理科教育学の教育研究
と附属小学校の教育に長年貢献された片平克弘先生の最終講義を本誌に掲載するこ
とができ，嬉しく思います。

これからも教育学域として，さらに質の高い研究を国内外に発信するよう努めてまい
りますので，関係の皆様におかれましては引き続きご支援をよろしくお願いいたします。

（編集委員長　浜田博文）
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